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常
任
委
員
会

令
和
二
年
十
月
十
一
日
（
日
）

九
時
～
十
一
時
十
五
分

 

於　

岡
山
県
珠
算
会
館
二
階
会
議
室

 

オ
ン
ラ
イ
ン
各
役
員
宅

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

 

平
上（
一
）・
池
上
・
吉
田
・

　

 

若
林
・
片
岡（
か
）・
杉
本
・

　

片
岡（
つ
）・
山
本
・
小
林
・

　

落
合
・
嘉
数

◎
開
会
の
言
葉　

池
上
支
部
長

◎
平
上
本
部
顧
問
あ
い
さ
つ

◎ 

各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
と

今
後
の
予
定

研
修
学
対
部

　

指
導
者
講
習
会
の
実
施

・
令
和
二
年
八
月
三
十
日
（
日
）

・
令
和
二
年
十
月
四
日
（
日
）

　

指
導
者
講
習
会
の
実
施
予
定

・
令
和
二
年
十
月
十
八
日
（
日
）

検
定
部

・ 
第
四
〇
〇
回
検
定
の
岡
山
県
支

部
か
ら
の
記
念
品
を
検
討
中

・
受
験
申
込
書
を
追
加
印
刷
予
定

競
技
部

・ 

県
大
会
・
ち
び
っ
こ
大
会
は
中

止
、
通
信
暗
算
大
会
と
六
月
の

県
大
会
は
開
催
予
定

広
報
部

・ 「
珠
算
お
か
や
ま
」
一
八
四
号

発
行
済

◎ 

令
和
二
年
度
収
支
補
正
予
算
に

つ
い
て 

《
承　

認
》

岡
山
県
支
部 

支
部
長

　

池
上
　
修
生

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
な
が
ら
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
支
部
事
業
が
多
難

な
折
に
際
し
ま
し
て
、
各
地
区
の

地
区
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
ご
尽
力
に
対
し
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
に
わ
か
に
広
が
り
始

め
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
と

な
り
ま
し
た
。
一
般
生
活
だ
け
で

な
く
、
支
部
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
検
定
事
業
と
県
下
通
信
暗
算

競
技
大
会
の
み
の
実
施
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
岡
山
県
珠
算
競
技
大
会

は
も
ち
ろ
ん
中
地
連
事
業
で
あ
る

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
会
員
皆

様
の
安
全
の
た
め
、
県
下
小
学
校

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
の
実
施

は
控
え
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
員
皆
様
の
教
育
者
と

し
て
の
資
質
を
高
め
る
た
め
の
お

手
伝
い
と
し
て
、
様
々
な
講
習
会

を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
と
言
う
こ
と

で
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

て
の
実
施
と
な
り
十
分
な
事
業
活

動
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

こ
れ
を
継
続
し
て
年
度
を
超
え
て

実
施
す
る
こ
と
で
研
修
事
業
の
充

実
を
は
か
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

支
部
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
先

大
変
困
難
で
あ
る
こ
と
は
避
け
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。新
し
い
年
は
、

ど
う
す
れ
ば
支
部
の
事
業
活
動
が

可
能
で
あ
る
の
か
検
討
し
て
、
で

き
る
限
り
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
支
部
役
員
選
挙
の
年
で

す
。
今
月
七
日
に
選
挙
の
公
示
日

を
迎
え
、
二
月
に
立
候
補
の
受
付

を
行
い
、
三
月
に
は
次
年
度
の
支

部
役
員
が
出
そ
ろ
い
ま
す
。
こ
の

支
部
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

は
、
以
前
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
が
あ
り
大
変
難
し
い
問
題
で

す
。
こ
こ
数
年
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
分

け
に
よ
り
定
め
た
人
数
を
選
出
し

て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
だ
け
で
な

く
地
区
と
い
う
考
え
さ
え
出
来
な

い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
最
大
の
課
題
は
、
会
員

が
減
少
し
て
い
く
中
で
早
急
な
対

策
が
必
要
と
な
る
の
が
、
会
員
増

加
対
策
で
す
。
後
継
者
や
珠
算
指

導
者
の
育
成
に
つ
い
て
支
部
全
体

で
事
業
と
し
て
実
施
し
、
応
援
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
作
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支「
丑
」は
中

珠算指導者養成講座
場所：岡山県珠算会館 ２F会議室　　オンライン講習
講師：本部顧問　平上　一孝 先生

珠
算
指
導
者
養
成
講
座
に

�

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
て

　

十
月
十
八
日
、
本
部
顧
問
、
平
上
一
孝

先
生
の
講
座
を
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
マ
ス
ク
姿
の
お

元
気
そ
う
な
お
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
、
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
講
座
の
「
珠
算
の
歴
史
、
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
」

　
「
紀
元
前
よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
そ
ろ
ば
ん
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

や
は
り
自
分
で
考
え
体
験
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
の
頃
に
楽

し
く
学
ぶ
経
験
を
し
て
い
る
と
大
人
に

な
っ
て
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

の
た
め
に
は
今
子
ど
も
に
豊
か
に
接
し
て

あ
げ
る
事
が
大
切
で
あ
る
」
と
先
生
は
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
公
益
法
人
に
つ
い
て
の
お
話
が
二

つ
あ
り
ま
し
た
。

○
会
則
・
規
則
に
準
じ
て
行
動
す
る
。

○ 

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
、
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
先
生
方
も
勉
強
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
微
力
な
が
ら
も
一
人
で
も
多
く

津
山
地
区　

片　

岡　

つ
や
子

会
場
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

�

講
習
会
に
参
加
し
て

　

十
月
十
八
日
、
岡
山
県
珠
算
会
館
で
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
上
一
孝
先
生
の
そ
ろ
ば
ん
の
歴
史
、

全
国
珠
算
教
育
連
盟
の
誕
生
、
珠
算
界
の

現
状
と
展
望
の
講
演
を
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

先
人
の
努
力
、
功
績
に
頭
が
さ
が
る
思

い
で
す
。
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を

持
っ
て
研
修
・
研
究
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

　

今
回
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
が
時
間
制
限
を
な
く

し
て
く
れ
た
の
で
、
途
中
で
会
話
な
ど
が

途
切
れ
る
こ
と
が
な
く
非
常
に
聞
き
や
す

か
っ
た
で
す
。

　

実
際
に
講
習
会
で
見
聞
き
し
た
方
が
場

の
雰
囲
気
、
臨
場
感
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
ど

が
分
か
り
や
す
い
が
、
県
外
や
そ
の
場
に

行
け
な
い
時
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
は
非
常
に

有
用
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

備
前
地
区　

小
笠
原　

光　

男

令和２年10月18日（日）　10：00～11：30第１回
演　題：第一講座『珠算の歴史と全珠連史、現状と展望について』
　　　 第二講座『公益法人について』
参加者：20名（会場６名　オンライン14名）

令和２年12月６日（日）　10：00～11：30第２回
演　題：第一講座『連盟の組織と運営について』
　　　　第二講座『支部の設立・規則とモラル』
参加者：18名（会場７名　オンライン11名）

　今年度は珠算教育段位、珠算教育士に
多くの申請をしていただきました。本部
審査の上、下記38名の方が認定されま
した。

珠算教育段位　37名
珠算教育士　　１名

　今年度はウェブ広告だけにしました。
○�ウェブ広告
　（Google�ディスプレイネットワーク）
（期間：令和３年３、４、６月）

　

今
ま
で
体
験
し
た
事
の
な
い
怒
涛

の
令
和
二
年
が
終
わ
り
、
令
和
三
年

を
迎
え
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

が
中
止
と
な
り
、
そ
の
影
響
に
よ
り

記
事
も
減
り
苦
渋
の
選
択
で
紙
面
の

縮
小
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

は
な
る
べ
く
早
く
例
年
の
事
業
を
開

催
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し

ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
も

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

手
洗
い
・
身
体
的
距
離
の
確
保
・

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
「
新
し
い
生
活

様
式
」
を
定
着
さ
せ
て
、
生
徒
た
ち

も
先
生
方
も
健
康
に
気
を
つ
け
な
が

ら
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

 

（
Ｙ
・
Ｊ
）

編
集
後
記

慶
事
お
祝
い

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
、
次
の
先
生
方
に

お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
ご
壮
健
で
、
益
々

ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
敬
称
略
）

　

岡
山
地
区　

塩
飽　

丸
光

　

岡
山
地
区　

尾
﨑
祈
生
子

　

津
山
地
区　

寺
坂　

勝
子

　

東
備
地
区　

岡
本　

善
嗣

　

矢
掛
地
区　

金
光　
　

恵

 

（
義
母
逝
去
）

 

（
令
和
二
年
十
一
月
）

卒

　

寿

喜

　

寿

お

く

や

み

第
三
九
九
回
・
第
四
〇
〇
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

第
三
九
九
回
（
珠
算
）

　

五
段　

河
村　

菜
緒
（
美
咲
）

　

四
段　

植
田　
　

海
（
津
山
）

　
　
　
　

三
秋　
　

凪
（
岡
山
）

準
四
段　

岩
野　

匠
真
（
美
咲
）

　
　
　
　

妹
尾　

有
乃
（
賀
陽
）

　

参
段　

河
村　

恒
輝
（
美
咲
）

　
　
　
　

岡
信　

葵
衣
（
吉
備
）

　
　
　
　

山
下　

尚
吾
（
井
原
）

準
参
段　

高
田　

華
奈
（
津
山
）

　
　
　
　

金
谷
芳
菜
美
（
美
咲
）

第
三
九
九
回
（
暗
算
）

　

八
段　

木
村　

吉
治
（
吉
備
）

　

五
段　

犬
飼　

百
音
（
備
南
）

　
　
　
　

上
原　

大
知
（
倉
敷
）

　

四
段　

三
秋　
　

凪
（
岡
山
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央
（
津
山
）

準
四
段　

土
居　

咲
月
（
美
咲
）

　
　
　
　

首
尾
木
清
花
（
倉
敷
）

　
　
　
　

橋
本　

雅
典
（
津
山
）

　

参
段　

田
邉
笑
未
那
（
矢
掛
）

　
　
　
　

三
垣　

優
羽
（
岡
山
）

　
　
　
　

柿
本　

雅
人
（
備
南
）

　
　
　
　

中
野　

美
桜
（
倉
敷
）

準
参
段　

綱
嶋　

優
衣
（
東
備
）

第
四
〇
〇
回
（
珠
算
）

　

六
段　

木
村　

吉
治
（
吉
備
）

準
六
段　

中
尾　

香
音
（
岡
山
）

　

五
段　

中
尾　

友
香
（
岡
山
）

準
五
段　

藤
原　

陽
葵
（
賀
陽
）

準
四
段　

西
山　

颯
人
（
東
備
）

　
　
　
　

下
村
愛
香
里
（
東
備
）

　
　
　
　

山
本　

麻
央
（
津
山
）

　
　
　
　

橋
本　

芽
依
（
東
備
）

　

参
段　

織
田　

一
志
（
岡
山
）

　
　
　
　

三
垣　

明
生
（
岡
山
）

準
参
段　

山
本　

さ
や
（
東
備
）

　
　
　
　

鈴
木　

文
都
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
井
こ
こ
ろ
（
東
備
）

　
　
　
　

小
武
守
玲
舞
（
東
備
）

　
　
　
　

和
田　

夏
歩
（
吉
備
）

　
　
　
　

岡
本
り
ん
だ
（
吉
備
）

第
四
〇
〇
回
（
暗
算
）

　

九
段　

木
村　

吉
治
（
吉
備
）

　

八
段　

中
尾　

香
音
（
岡
山
）

　

六
段　

原　
　

苺
伽
（
岡
山
）

　
　
　
　

佐
田
尾
百
桃
（
倉
敷
）

準
五
段　

太
安　

芭
奈
（
高
梁
）

　

四
段　

土
居　

咲
月
（
美
咲
）

　
　
　
　

青
木　

来
実
（
邑
久
）

準
四
段　

狩
屋　

拓
翔
（
岡
山
）

　
　
　
　

武
本　

芽
依
（
矢
掛
）

準
参
段　

尾
﨑　

鴻
儒
（
岡
山
）

　
　
　
　

渡
邉　

雄
大
（
東
備
）

　
　
　
　

雪
吉　

瑞
希
（
備
南
）

　
　
　
　

妹
尾　

夏
実
（
邑
久
）

国
で
生
ま
れ
た
漢
字
で
、
本
来「
か

ら
む
」と
い
う
意
味
か
ら
、
芽
が
種

子
の
中
で
伸
び
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
態
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
牛
」は
古
く
か
ら
農
業
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
存
在
で
、
そ
の
様
子
か

ら
、
丑
年
は「
我
慢（
耐
え
る
）」や

「
発
展
の
前
触
れ（
芽
が
出
る
）」年

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
丑
年
は
、
い
っ
た
い

ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
は
ま
だ
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、「
丑
」
に
表
さ

れ
る
〝
耐
え
る
〟
だ
け
の
年
で
は

な
く
〝
芽
が
出
る
〟
今
年
が
そ
う

あ
る
よ
う
に
願
い
な
が
ら
年
頭
の

ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

の
生
徒
た
ち
に
そ
ろ
ば
ん
の
良
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す


